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紙リサイクルのこれから

1 2024 年 に セ ン タ ー 創 立
50 周年を迎えるにあたっ

て、改めてセンターの取り組みを
お伺いします。

1974 年の創立来、半世紀弱に

亘る歴史を振り返れば、紙ゴミの

問題、余剰・不足の需給問題等々、

時代時代の懸案に対してセンター

は真摯に向き合い、解決に向けた

様々な取り組みを実施してきまし

た。関係行政バックアップのもと、

製紙メーカーと原料問屋が共に手

を携えて運営している古紙再生促

進センターは世界的にも稀な団体

でしょう。1 億 2500 万人の人口

を擁する我が国で 2021 年には回

収率 81%、利用率 66% に達して

いることは称賛に値します。国民

のリサイクルに対する意識の高さ

は勿論、これを支えていただいて

いる紙リサイクルに関わる全ての

皆様、そして歴史を積み重ねてこ

られた業界の諸先輩に改めて敬意

を表したいと思います。

2現在の古紙業界を取り巻く
環 境 は ど の よ う な も の で

しょうか。
人口構造の変化やデジタル化に

加えて、コロナ禍により紙板紙の

需要構造の変化が加速化する一

方、世界的にも中国の固体廃棄物

輸入禁止や、アジア諸国を中心と

する段原紙等の成長加速への対応

により国際的な資源循環の枠組み

も変化し、我が国の紙リサイク

ルは大きな転換の渦中にありま

す。今後もリサイクルシステムの

維持に向けては、安定供給と品質

の確保が大前提となりますが、古

紙は世の中に欠くことのできな

い「エッセンシャルグッズ」であ

り、皆様方のお力添えをいただき、

SDGs の観点からも持続可能な循

環型社会の形成に向けて進んでい

かねばなりません。

3これからの 50 年に向けて、
センターの歩む方向を教え

てください。

2024 年の半世紀の節目を控え、

センターは次の時代を見据えた中

長期的な課題整理に向けた検討も

段階的に始めていきたいと考えて

います。紙リサイクルも大きな転

換期を迎えている中で、次の半世

紀に向けて何をすべきなのか、何

を目指すべきなのか、社会変化が

加速する中でハードルは高いです

が、公益的な古紙センターだから

こその大切な使命の一つと考えて

います。様々な関係者からお話を

お聞きし、共に考えるキッカケを

作り、最終的に多くの方々と将来

像を共有し、中長期的な課題対応

を考えるヒントに繋がれば良いと

思います。「もっと知ってもらう、

もっと活用してもらう」センター

を目指してまいりますので引き続

きよろしくお願いいたします。

2024年、センター創立50周年を迎えるにあたり、
センターのこれまでの取り組み、古紙を取り巻く現在の環境、
これからの50年に向けての取り組みを語る。

InterviewInterview
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令和４年度 事業計画
当センターは昭和 49 年（1974 年）の創立以来、半世紀弱に亘り、関係者のご協力を

得て紙リサイクルの促進に貢献してまいりました。資源である古紙の有効利用や廃棄

物の減量化を通して、我が国の持続可能な社会の実現を目指すセンター事業は、「SDGs」

と いう大きな枠組みの中での社会的要請にも応えるものであります。社会・産業構造

の変化が加速化する一方、国際的な資源循環の枠組みも変化、我が国の紙リサイクル

は大きな転換期の渦中にありますが、変化の時代をチャンスと捉えた事業展開を通じ、

行政、製紙業界、古紙業界、回収業界など、様々なステークホルダーの方々との相互

理解を深め、 一層の紙リサイクル促進に向け努力を重ねてまいります。

事業計画策定の基本スタンス

● 2024 年に創立半世紀の節目を迎えるセンターは、４大事業　①古紙安定対策　②広
報　③調査研究　④紙の資源リサイクル安定化対策　を軸に、古紙を取り巻く構造
的変化やウイズコロナにおける事業運営の在り方を追求します。

●紙リサイクルのステークホルダー（一般家庭・自治体・事業者⇒回収業者⇒問屋・輸
出業者⇒製紙会社）の間で、センターは個々の利害を超えた公益性を有する中立的
な立ち位置や、個別企業では実現できない対応が強みであることを認識し、事業を
遂行します。

●創立半世紀を控え、中長期的視野に立った諸課題について、紙リサイクルに関わるス
テークホルダーの皆様と将来像を共有、対応を考える風土、機会づくりを開始します。

● SDGs の取組を本格化、紙リサイクル及びセンター事業との関わりを整理し、ステーク
ホルダーの御意見を伺った上で取り纏め、活動キックオフします。

●「もっと知ってもらう、もっと活用してもらう」センターを目指し、ステークホルダーとのコミュ
ニケーション強化を通じた持続的な古紙の　①回収・利用の拡大　②安定供給・確
保　③品質の維持・向上を目指します。
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１．古紙品質安定対策事業

新たに「個別品質対策」では、基礎的な古紙品質情報を必要とする地方自治体等の環境

行政担当者や関係団体のニーズを探り、その啓発ツールの提供を検討します。

（1）古紙品質調査事業
全国の製紙メーカーの協力の下、古紙開梱組成調査を実施します。

（2）古紙品質情報ネットワークの運用
全国展開した古紙品質情報ネットワークを通じ、製紙工場での品質トラブル情報を他社工

場、古紙問屋へ伝達、情報共有化を図ります。

（3） 個別古紙品質対策
４大禁忌品である「昇華転写紙」、「感熱性発泡紙」、「ロウ引き段ボール」、及び「臭い

のついた紙」の混入防止等、禁忌品対策を実施します。また、禁忌品見本帳の作成、行

政等への配布により、自治体との関係強化にも繋げます。

２ ．広報事業

地方自治体職員や未来の紙リサイクル促進を見据えた、小中学生を対象とした啓発や情報

発信に努め、対面型・オンライン型のハイブリッド事業により、従来カバーできなかった地域での

事業拡大を進めます。

また、2019 年度に文部科学大臣賞の新規交付を受けた『全国小中学生 “ 紙リサイクル ” コ

ンテスト』については、応募点数の増加等、さらなる内容の充実を図ります。

（1）紙リサイクル啓発事業
1）紙リサイクル研修会

地方自治体等の実状を把握の上、オンラインセミナー形式での実施やセミナー動画の作

成による自治体との関係強化に繋げます。

2）紙リサイクル出前授業
オンライン形式の授業も積極的に拡大、また小中学校向け授業、教材のブラッシュアップ

を検討、シニア人材の活用による授業提供体制の拡充を図ります。

3）地域広報活動
コロナ影響を踏まえつつ、各地域にて開催される紙リサイクルイベントへの参加等、紙リ

サイクルの啓発のための広報活動を実施します。

4）紙リサイクルセミナー
毎年開催の紙リサイクルセミナーを、10 月 13日（木）に開催予定。ライブ配信、録画

配信を実施、ステークホルダーに広く周知してまいります。
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5）啓発資料等の配布
創立 50 周年に向けてセンター会報のリニューアルを実施、新たに地方自治体担当者を

対象としたハンドブックを作成、自治体との関係強化に繋げます。

6）紙リサイクルコンテスト
14 回目となる「全国小中学生 “ 紙リサイクル ” コンテスト2022」を通じ、作文・ ポスター

の優秀作品を選定・表彰、応募点数の増加等内容の充実に努めます。

7）未利用古紙掘り起こし・品質確保等の啓発 他 
SDGsと紙リサイクル及びセンター事業との関わりを整理、ステークホルダーの御意見を伺っ

た上で取り纏め、活動本格化します。またジェトロとの提携により海外専門家による定期的

なオンラインセミナーを開催します。

（2）紙リサイクル普及事業
1）顕彰制度

紙リサイクル推進に貢献されてきた集団回収実施団体に対する顕彰は、コロナ影響を踏

まえた対応に努めます。

2）グリーンマーク
古紙利用製品の認識向上及び利用拡大を図るため、グリーンマークの普及に努めます。

３． 調査研究事業

国内では古紙発生構造の変化や、各地方自治体におけるリサイクル変化等につき調査を行

い、海外ではアジアとの交流や調査事業についてウイズコロナにおける在り方を検討します。

（1）国内資源化調査
1）雑誌・雑がみ・オフィス古紙調査

オフィスや事業所のリサイクル状況につき昨年度調査を元に更に詳細なフイードバックを自

治体に行い、関係強化に繋げます。

2）地方自治体古紙関連施策調査
全市区町村（約 1,700）に対し、紙リサイクル変化等について調査、また新たに紙リサイ

クル先進自治体を分析、フイードバックに繋げます。

3）新技術に対応した紙リサイクル促進に関する調査研究
リサイクル性の観点で、環境対応の紙・プラ複合素材を注視していきます。

4）未利用古紙の回収ネットワーク構築
ウイズコロナにおける、ステークホルダーの実状や課題を調査し、未利用古紙の回収ネッ

トワーク構築を目指します。
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5） 外部委員会 他
経済産業省によるインドでの紙リサイクルシステム構築支援事業への参画や、紙製容器、

牛乳容器関連協議会への情報提供を行います。

（2）海外市場調査
国際資源循環の変化に対応し、アジア諸国との古紙をキーワードとしたオンライン交流を検

討します。

（3）統計調査
国内外における古紙需給統計等を収集し取りまとめを行い公表します。

４． 紙の資源リサイクル安定化対策事業

少子高齢化に伴う人口構造変化、都市集中・地方過疎化、デジタル化が進み、また世界的

にはサーキュラーエコノミーを始めとした循環経済推進のうねりが高まる中、国内・外の中長期

的な課題整理に向けて活動します。

（1）古紙余剰対策事業
1）紙リサイクル維持対策 （備蓄事業）

紙リサイクルシステム維持のため、余剰が生じた場合の対策を講じます。

（2）紙の資源リサイクル安定化施策事業
1）海外調査研究

日本の紙リサイクル安定化のため、世界の循環型経済社会の拡大に伴う紙リサイクルへ

の影響や、MIX 古紙規制影響等について調査します。

2）リサイクル方法の調査研究
古紙の製紙原料以外の用途に関する調査を実施します。

3） 紙リサイクルの維持
創立 50 周年の節目に向けた中長的・持続的な紙リサイクルの課題整理の初年度として、

広くステークホルダーを対象としたオンラインセミナーを開催、また各地区との意見交換会、

関連する調査事業を実施します。

５． その他の事業（地区委員会活動事業）

全国 8 地域における委員会において、各地域の独自性を考慮し、ウイズコロナにおける各地

域に応じた研修会等の事業を実施します。
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収支予算書 （令和４年４月１日から令和５年３月 31 日まで）

科　　　　　　　　目 予算額 前年度予算額 増減
　 Ⅰ 一 般 正 味 財 産 増 減 の 部
　 １ ． 経 常 増 減 の 部
　（１）経常収益

基本財産運用益 1,000 1,000 0
基本財産受取利息 1,000 1,000 0

特定資産運用益 48,000 48,000 0
運用財産受取利息 48,000 48,000 0

受取会費 228,100,000 223,700,000 4,400,000
賛助会員受取会費 228,100,000 223,700,000 4,400,000

事業収益 136,300,000 136,300,000 0
紙の資源リサイクル安定化対策
事業収入 136,300,000 136,300,000 0

受取寄付金 600,000 600,000 0
受取寄付金 600,000 600,000 0

雑収益 300,000 300,000 0
雑収入 300,000 300,000 0

　経　常　収　益　計 365,349,000 360,949,000 4,400,000
　（２）経常費用
　事　業　費 340,545,000 333,479,000 7,066,000

役員報酬 20,703,000 23,417,000 △ 2,714,000
給料手当 47,392,000 50,321,000 △ 2,929,000
福利厚生費 10,004,000 10,188,000 △ 184,000
役員賞与引当金繰入額 2,714,000 0 2,714,000
賞与引当金繰入額 3,726,000 0 3,726,000
役員退職慰労引当金繰入額 2,396,000 2,396,000 0
退職給付費用 1,508,000 1,414,000 94,000
古紙購入代金 136,300,000 136,300,000 0
会場費 1,797,000 1,517,000 280,000
資料作成費 9,190,000 3,375,000 5,815,000
啓発活動費 3,370,000 3,956,000 △ 586,000
広告料 0 60,000 △ 60,000
システム費 700,000 800,000 △ 100,000
委託費 44,034,000 36,291,000 7,743,000
会議費 300,000 740,000 △ 440,000
旅費交通費 4,650,000 7,629,000 △ 2,979,000
通信運搬費 4,389,000 4,690,000 △ 301,000
減価償却費 2,450,000 2,657,000 △ 207,000
消耗品費 3,441,000 3,680,000 △ 239,000
印刷製本費 4,123,000 5,855,000 △ 1,732,000
新聞図書費 1,183,000 2,496,000 △ 1,313,000
水道光熱費 1,054,000 1,055,000 △ 1,000
賃借料 25,766,000 25,628,000 138,000
諸会費 454,000 424,000 30,000
諸謝金 1,080,000 750,000 330,000
租税公課 6,000 2,000 4,000
支払手数料 25,000 12,000 13,000
雑費 0 36,000 △ 36,000
地区事業費 7,790,000 7,790,000 0

（単位：円）
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科　　　　　　　　目 予算額 前年度予算額 増減
　管　理　費 33,474,000 32,660,000 814,000

役員報酬 1,800,000 2,036,000 △ 236,000
給料手当 3,962,000 4,523,000 △ 561,000
福利厚生費 1,070,000 1,060,000 10,000
役員賞与引当金繰入額 236,000 0 236,000
賞与引当金繰入額 574,000 0 574,000
役員退職慰労引当金繰入額 208,000 208,000 0
退職給付費用 202,000 194,000 8,000
会場費 93,000 93,000 0
広告料 180,000 100,000 80,000
システム費 3,433,000 1,706,000 1,727,000
委託費 4,384,000 4,384,000 0
会議費 5,553,000 5,753,000 △ 200,000
旅費交通費 1,634,000 2,453,000 △ 819,000
通信運搬費 181,000 196,000 △ 15,000
減価償却費 81,000 101,000 △ 20,000
消耗品費 128,000 152,000 △ 24,000
印刷製本費 12,000 12,000 0
新聞図書費 23,000 23,000 0
水道光熱費 108,000 107,000 1,000
賃借料 2,598,000 2,576,000 22,000
諸会費 1,283,000 1,283,000 0
諸謝金 4,956,000 4,956,000 0
租税公課 43,000 12,000 31,000
支払手数料 428,000 428,000 0
雑費 304,000 304,000 0

　経　常　費　用　計 374,019,000 366,139,000 7,880,000
当期経常増減額 △ 8,670,000 △ 5,190,000 △ 3,480,000

　 ２ ． 経 常 外 増 減 の 部
　（１）経常外収益

経常外収益計 0 0 0
　（２）経常外費用

経常外費用計 0 0 0
当期経常外増減額 0 0 0
当期一般正味財産増減額 △ 8,670,000 △ 5,190,000 △ 3,480,000
一般正味財産期首残高 2,476,397,000 2,467,534,000 8,863,000
一般正味財産期末残高 2,467,727,000 2,462,344,000 5,383,000

　 Ⅱ 指 定 正 味 財 産 増 減 の 部
当期指定正味財産増減額 0 0 0
指定正味財産期首残高 0 0 0
指定正味財産期末残高 0 0 0

　 Ⅲ 正 味 財 産 期 末 残 高 2,467,727,000 2,462,344,000 5,383,000

（単位：円）
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全国小中学生

“紙リサイクル”コンテスト
2021 審査結果

「全国小中学生“紙リサイクル”コンテスト」は、全国の小中学生から紙リサイク
ルに関する活動やアイデアをテーマとした作文・ポスターを募集し、優秀な作品の作
成者を表彰するもので、平成21年度から実施し、今回で13回目の開催となりまし
た。全国各地の小中学生から多数の応募をいただき、応募点数は過去最高の3,274
点（応募校：220校）となりました。また、長期間継続して応募のある学校を表彰
する『学校特別賞』に中学校2校を選出し、表彰しました。

入賞作品の選考は、学校関係者と業
界関係者の 14 名の協議で行われまし
た。右の写真は 1 月 28 日に実施され
た最終審査会の様子です。今年度も子
ども達の独創的で豊かな作品の数々を
前に、各人の立場から紙リサイクルに対して白熱した議論が行われました。

最終審査会で選考された文部科学大臣賞や金賞、特別金賞の受賞者に対しては、本
来 3 月 5 日（土）に東京ガーデンパレスにて表彰式を実施する予定でしたが、新型コ
ロナウイルス感染症の影響で残念ながら今年度の表彰式は中止とし、各学校で先生か
ら受賞者に表彰状ならびに副賞を授与頂く形で入賞者への表彰を実施することとなり
ました。昨年に引き続き表彰式を中止することとなり、受賞者の皆様に直接お会いし
て祝福の言葉を伝えることができないのは残念ですが、受賞者確認の際に受賞者本人
や保護者からの喜びのコメントもたくさんいただきました。これらを励みに次年度以
降も紙リサイクルの大切さを考えるきっかけとして、当コンテストを継続して実施し
ていきたいと思います。

今年度の紙リサイクルコンテストの入賞者は 25 名、学校特別賞・奨励賞は計 4 校と
なりました。独創的な紙リサイクルに関する活動や紙リサイクルを推進するアイデア
を作品にした入賞者と作文・ポスター各部門の優秀作品の一部を紹介します。

“紙リサイクル”コンテスト
2021 最終審査会の様子
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部　門 都道府県 学校名 学年 氏　名 タイトル

作文部門 宮城県 気仙沼市立松岩中学校 2 佐 藤 　 里 桜 リサイクルで仲間の輪

ポスター部門 大阪府 堺市立東三国丘小学校 5 小 林 　 美 琴 資源も命のように大切に

部　門 都道府県 学校名 学年 氏　名 タイトル

作
文 小学生部門 福岡県 北九州市立足立小学校 6 小田 孝太朗 ワンチームでの挑戦

中学生部門 山梨県 山梨学院中学校 2 名 倉 　 湧 希 世界に届け、
生命とリサイクルの輪

ポ
ス
タ
ー

小学生部門 鹿児島県 霧島市立天降川小学校 3 野 崎 　 宏 太 待ってました

中学生部門 東京都 文京区立音羽中学校 2 宿 谷 　 艶 ぜひお古紙ください。
持続可能な未来へ…

【文部科学大臣賞】

【金賞】

全国小中学生 “ 紙リサイクル ” コンテスト 2021
入賞者一覧 応募総数：3,274 点 　（応募校数：220 校）

部　門 都道府県 学校名 学年 氏　名 タイトル

全国製紙原料商工組合
連合会 理事長賞 愛知県 岩倉市立岩倉北

小学校 3 高峰 はるか わたしの生活の
紙リサイクル 作文

日本再生資源事業協同
組合連合会 会長賞 兵庫県 小林聖心女子

学院中学校 1 山 縣 　 志 帆 ひろがれ
リサイクルの輪 作文

段ボールリサイクル
協議会 会長賞 北海道 札幌市立真栄

小学校 2 サ ム ソ ノ ー
織 美 愛

いざっ！うまれかわり
にしっかりわけてね 
紙リサイクル

ポスター

【特別金賞】

部　門 都道府県 学校名 学年 氏　名 タイトル

作
文 小学生部門 福岡県 明治学園小学校 2 能 美 　 に な できる？できない？

知ろう！紙リサイクル

中学生部門 愛知県 東浦町立北部中学校 3 笠 松 　 大 輝 祖父の「ある」行動

ポ
ス
タ
ー

小学生部門 岩手県 北上市立黒沢尻東小学校 1 青木 創志朗 リサイクルでまたあおう！

中学生部門 宮城県 宮城県立仙台二華中学校 3 小 川 　 怜 禾 未来へつなぐ紙リサイクル

【銀賞】

11

理
事
会
報
告

統

計

お
知
ら
せ

セ
ン
タ
ー
日
誌

活
動
報
告



区　分 都道府県 学校名 継続応募年数

中学校 山口県 岩国市立灘中学校 6年

中学校 高知県 日高村佐川町学校組合立加茂中学校 6年

部　門 都道府県 学校名 応募点数

小学校部門 兵庫県 神戸市立霞ヶ丘小学校 189点

中学校部門 福島県 白河市立白河中央中学校 437点

部　門 都道府県 学校名 学年 氏　名 タイトル

作
文

小学生部門

大阪府 関西創価小学校 4 細 田 　 幸 生まれ変わる紙と、
二つの合言葉

福岡県 明治学園小学校 3 野 入 　 桃 子 雑にあつかわないで！
雑紙の願いと私達の暮らし

高知県 高知市立大津小学校 6 高 橋 　 奏 紙は大切な資源という宝物

中学生部門

静岡県 静岡市立蒲原中学校 3 久 保 田 　 華 リサイクルの輪

静岡県 静岡市立蒲原中学校 3 森 　 美 温 めんどくさかった…けど。

静岡県 浜松市立浜名中学校 1 小 梢 　 蒼 依 「紙リサイクル」で
地球の未来を守る

ポ
ス
タ
ー

小学生部門

福岡県 福岡市立那珂南小学校 2 浅 井 　 颯 汰 変身リサイクル！
紙のヒーロー

福岡県 福岡市立那珂南小学校 3 押 方 　 茉 希 牛乳パックをリサイクル
して作ったエコバック

東京都 武蔵村山市立雷塚小学校 5 大 平 　 華 鈴 つなげよう！広げよう！
紙リサイクル

中学生部門

神奈川県 川崎市立高津中学校 1 上 野 　 文 菜 「繋ぐ」

佐賀県 佐賀県立武雄青陵中学校 2 野 中 　 夏 希 まわそう、
リサイクルのサイクル

宮城県 仙台市立南光台中学校 2 半 澤 　 美 海 楽しみをくりかえす。

【銅賞】

【学校特別賞受賞校】

【学校奨励賞受賞校】

第13回目となった2021年度は全国から
3,274点 もの応募がありました。
応募いただいた児童・生徒の皆様、学校の先生方、保護者の
皆様、ご応募いただき誠にありがとうございました。
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「リサイクルのために四月から回収した紙が

六百四十キロになったよ。」

　職場から帰ってきた父はそう言って、ダン

ボール箱を姉と私に見せた。六百四十キロの実

感がわかない私達に父は「この箱にコピー用紙

がいっぱい入って二十キロだから、六百四十キ

ロはこの箱三十二箱だよ。」と告げた。私はす

ごい量だなと驚くと共にここまでの活動を思い

出していた。

去年、私と姉は市の広報誌でリサイクルの取

り組みについて調べ、自分達にできる方法を考

え、実践してみた。「リサイクルできる紙はお宝」

を合言葉に、学校から配布されたプリントは個

人情報を切り取り、菓子箱はきれいにたたんで

仕分けし、たまるたびに集積所に運んだ。家庭

での燃えるごみが減ったと母は喜び、私もずっ

しりと重い「雑誌」を運ぶたびに「地球に優し

い活動」を実感できうれしくなった。

この活動をもっと多くの人に知ってもらい、

一緒に活動したいと姉が父の職場で行うことを

提案した。父は職場の上司と相談し、紙資源の

回収を始めた。「どうすれば多くの人に参加し

てもらえるのか。」と考え、私達はポスターを

作成し、父の職場に貼ってもらった。「菓子箱

をリサイクル、十歩動けばごみから資源へ」こ

のポスターを見て、ゴミ箱に入れていた菓子箱

をリサイクルボックスに運んでくれる人や家庭

から様々な「雑紙」を持ってくる人も増えたそ

うだ。また、父に「この紙もリサイクルでいい

ですか。」と、聞く人もいて、一緒に活動して

くれる人が増えていることが実感でき、「リサ

イクルの輪」がどんどん広がることがとてもう

れしく、自分への励みとなった。

ある日、父がこんな話をした。いつも家庭か

ら「雑紙」を持ってくる女性が「私が持ってき

た紙を見られると、私のプライバシーが丸見え

ですよね。」と話していたと…。私は、「あっ」

と思った。私達が用意した雑紙の回収ボックス

は入れやすく、取り出しやすいようにとふたの

ない大きな袋だったのだ。持ってきてくれる人

の気持ちに寄りそった方法ではなかったと反省

し、姉と相談してふたがあり、中身が見えない

ようにリサイクルボックスを工夫してみた。

これらの経験から、多くの人と一緒に活動す

るためには相手の立場に立って気持ちを考えた

り、自分から積極的に動いて声掛けすることが

大切だと思った。今、姉と一緒に紙資源のリサ

イクルをする必要性や六百四十キロもの資源が

集まったことと、そのことに感謝する気持ちを

まとめたパンフレットを作成している。このパ

ンフレットを多くの人が見て、リサイクルの必

要性や活動の充実感や楽しさを知ってもらいた

いと思う。そして、一緒に活動する仲間の輪を

もっと広げていけたらと考えている。

文部科学大臣賞　作文部門

リサイクルで仲間の輪 気仙沼市立松岩中学校 2 年　佐藤 里桜
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文部科学大臣賞　ポスター部門

資源も命のように大切に 堺市立東三国丘小学校 5 年　小林 美琴
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「紙はゴミじゃない‼」を合言葉に、全国で

紙のリサイクルの授業をしている先生の本を、

クラスのみんなで読む機会がありました。

紙はリサイクルされていることは、もちろん

知っていました。しかし、正直わが家では、

当たり前のように燃えるゴミ袋の中へ、バン

バン捨てていました。「もったいない」が口ぐ

せの母でさえ、冷蔵庫の開閉やエアコンの温度、

水道の蛇口の閉め忘れなどには厳しいが、紙を

捨てることには何も言いません。それどころか、

母自身も、ぼくの学校からの手紙や自分の雑誌

など、読み終えて必要がなければ、燃えるゴミ

袋へとどんどん捨てていました。ぼくは、今回

全国で紙のリサイクルの授業をしている先生の

本を読んで、すごく反省しました。今すぐにで

も、紙のリサイクルをやらなければという使命

感もわいてきました。それで、家族がそろった

夜ごはんの時、「我が家でも、紙のリサイクルで、

できることを考えて、やってみようよ。」と声

をかけました。すると母が、「恥ずかしいこと

しよったんよね。分かってはいたけれど面倒く

さくて、ついゴミ袋に入れてしまって。リサイ

クルに大賛成。」と言ってくれました。この日

を機に、我が家はワンチームとなり、紙のリサ

イクルに取り組み始めました。名付けて「紙ミッ

ション」です。

ミッションその一は、面倒くさがりやの我が

家のメンバー。燃えるゴミ袋の真横に「紙はこ

ちらへ」と貼ったカゴを用意しました。カゴいっ

ぱいにたまると、回収ボックスがある市民セン

ターに順番に持っていくように当番表も作成し

ました。市民センターの職員の方に、リサイク

ルできる紙でも分別して出さないといけない理

由や、禁忌品といってリサイクルできない紙も

あることを教わりました。紙のリサイクルも奥

深いと実感しました。

ミッションその二は、こうして紙のリサイク

ルに取り組み始めて知ったことを伝えることで

す。ぼくは、「家庭新聞」を発行することにし

ました。その新聞には、市民センターの職員か

ら教わったことや、さらにインターネットや本

で調べた、紙のリサイクルの流れや、紙のリサ

イクルをすることで、現在の循環型社会の形成

に大きく役立っている理由などの記事を徐々に

掲載していっています。この「家庭新聞」を見

た担任の先生から、学校でも、全校児童に発信

したらとすすめられて「環境新聞」を発行する

ことになりました。紙のリサイクルのクイズな

ども取り入れることで、とても好評で継続して

いく予定です。　　

紙のリサイクルを始めたことで、家族の会話

が増えてきました。ぼくは、これからもより一

層、紙のリサイクルのことを知り、学び、体験

することで、自分にもできることを見つけてい

きたいです。そして今後も家族ワンチームで取

り組んでいきたいと思います。

金賞　作文小学生部門

ワンチームでの挑戦 北九州市立足立小学校 6 年　小田 孝太朗
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「新聞と広告はしっかり分けなくちゃ。あ

と、雑誌もね。きれいにして渡さないと。」　独

り言を言いながら、古新聞や広告を束ねている

祖母。七十歳になった祖母は、見た目こそ若い

が、今はできることが少ない。会話はリピート

が多く、最近では不思議な行動や格好も増えて

きた。でも、手先はしっかりしていて、この仕

分け作業だけは、感心するほど完成度が高い。

束ね方にも祖母らしい几帳面さがにじみ出てい

て、古雑誌やチラシなのに、まるで新品色紙の

グラデーションのように整えられている。結束

紐も紙製というこだわりぶりだ。毎週、祖母宅

にお弁当を届けるかたわら、整えられたその束

を庭先まで運ぶのが僕の仕事。はじめのうちは、

「なぜわざわざこんなことをするのだろう。読

み終えたら捨ててしまえば早いのに。」と不思

議だった。でも、ある時遭遇した古紙回収業者

さんから、　「いつもきれいに出してくれてあり

がとう。」と満面の笑みで声をかけられトイレッ

トペーパーを渡されたことがきっかけで、この

理由を自分なりに考えるようになった。

最初の疑問は「ありがとう」だった。古紙を

家の前まで回収に来てくれて、かつお礼の言葉。

普通逆のような気がするがなぜなのか。古雑誌

は、祖母宅ではその役目を終えたが、この業者

さんにとっては、少なくとも大事なもので、事

業において必要な原料の一つになっているので

はないかと僕は考えた。その後、保健の授業で

リサイクルについて学び、古紙も再生可能であ

ることを知った。祖父母との生活が長かった僕

は、ものを大事にする姿を間近でみてきた。で

も、古雑誌の仕分けもその一つだと分かったの

は最近になってからだ。

数年前の夏休みに旅行で訪れたパラオ。世

界遺産に登録された美しい海が自慢のこの国に

は、日本の海辺にありがちな、空き缶やペット

ボトルは、一つも落ちていなかった。ガイドさ

んが、このことをとても自慢していたのが、今

でも印象に残っている。パラオでは、ペットボ

トルや缶に税金がかけられていて、使用後指定

場所へ持っていくことで換金される仕組みに

なっているそうだ。また、パラオでは、古紙が

堆肥にリサイクルされていることも教えても

らった。いずれも素晴らしいシステムだ。紙が

肥料になるー想像を超えていた。ティッシュも

メモ用紙も何気なく使い、捨てている自分が恥

ずかしくなった。パラオの美しい海は、小さな

国の多くの取り組みによって守られていた。古

紙からうまれた堆肥で食物が育ち、それを僕ら

が摂取する。途切れることなくつながっていく

輪、命の輪ともいえるリサイクルの輪が世界中

に浸透していけば、地球の美しい自然と環境は

永遠に守られていくのではないか。パラオの美

しい自然がそれを期待しているような気がした。

先日祖父にパラオのリサイクルの話をした。

「俺の畑も、古紙で野菜が育つ日が来るかも

しれないな。」

祖父母も僕もそうなる日を願っている。

金賞　作文中学生部門

世界に届け、生命とリサイクルの輪
山梨学院中学校 2 年　名倉 湧希
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金賞　ポスター小学生部門

待ってました 霧島市立天降川小学校 3 年　野崎  宏太
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金賞　ポスター中学生部門

ぜひお古紙ください。持続可能な未来へ…
文京区立音羽中学校 2 年　宿谷  艶
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わたしの家では紙を大切にしています。

わたしの家族は、お父さん、お母さん、ひい

おばあちゃん、おじいちゃん、おばあちゃんの

６人家族です。お父さんはたん身ふにんです。

わたしは学校からプリントをもらってきてお

母さんに見せます。そうしたら、お母さんはプ

リントがいるかいらないかをはんだんします。

とっておくひつようがないプリントの中で、

画面にいんさつされている物は、わたしが紙し

げん入れに入れます。名前や住所などのこ人

じょうほうが書かれている物は、わたしがスタ

ンプでぬりつぶしてから入れます。

いらないプリントでうらが白い紙は、電話の

横におきます。新聞といっしょに来るうらが白

い広こくもおきます。うらが白い紙はおばあ

ちゃんが買い物メモに使います。紙が大きく

て、字が大きく書けるのでおばあちゃんやおじ

いちゃんは見やすいようです。わたしもたまに

その紙を遊びやべん強に使います。新がたコロ

ナウイルス感せんしょう予ぼうの体温をはかっ

た後、ほけん室の先生からくばられた体温を書

く表が見当たらない時に、おぼえておくために

書きます。うらが白い紙は気がるに使えてべん

りです。使った後はその紙も紙しげん入れに入

れます。

ひいおばあちゃんは、いつも市の広ほうで古

紙回しゅうの日を調べておぼえています。ひい

おばあちゃんは紙しげん入れがいっぱいになる

と、紙をまとめひもでしばります。古紙回しゅ

うに出すじゅんびです。おじいちゃんは家のう

らの公園で、月に１回、古紙回しゅうのボラン

ティアをしています。地いきの人が古新聞や読

み終わったざっしなど紙しげんを出しに来ます。

お父さんはたん身ふにん先から家に帰ってく

る時に、家族におかしのおみやげを買ってきて

くれます。おみやげは家族みんなで食べます。

お父さんのおみやげのおかしはおいしいです。

おかしのほうそう紙や、おかしのはこは、平ら

にして紙しげん入れに入れます。すてきながら

がついていたり、工作に使えそうな形だったり

すると、たなに入れてとっておきます。

わたしの通っている小学校のクラスには、紙

リサイクルボックスがあります。先生があまっ

たプリントや、図工で使ったのこりの紙を集め

ています。クラスで出たダンボールは、

リサイクルそうこに集めます。お父さんやお

母さんのしょく場でも、ダンボールや紙を出す

場所が決まっているそうです。

家、学校、地いき、しょく場に紙をリサイク

ルするためのきまりがあることを知りました。

わたしは知らないうちにきまりにしたがい、紙

をリサイクルしていたことに気がつきました。

わたしは、紙のリサイクルのきまりをみんなで

まもって生活していきます。

全国製紙原料商工組合連合会 理事長賞

わたしの生活の紙リサイクル
岩倉市立岩倉北小学校 3 年　高峰 はるか
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日本人はきれい好きが多いと聞く。自分の家

にダンボールや新聞・雑誌が山積みになってい

ると、気になって今すぐ捨てたくなるのではな

いか？

私の地域では紙・布回収日は月に２回。新聞

や広告は毎日届くうえ、お菓子の空き箱や空封

筒、その他メモ紙など、雑紙と言われる資源ご

みを月２回の収集日まで、つまり２週間溜めて

おくと相当な量になる。家に紙資源がたまる

と、たえきれなくなり「これくらいなら」と、

雑紙などを週２回収集される可燃ごみと一緒に

出す人もいるのではないか。これは問題だ。家

庭からの可燃ごみは主に生ごみで、これには水

分が含まれているため燃えにくい。そこでプラ

スチックなどの燃えやすいものを加えて燃やす

と二酸化炭素の排出量が増えてしまう。また、

お隣に住むお年寄りの家庭では、２週間分の溜

まった新聞をゴミステーションまで運ぶのが大

変そうだ。私は何度か、運びましょうか？とお

声がけをしたことがあるが、「大丈夫よ。」と、

ご遠慮された。リサイクルを広く浸透させるた

めには、若い人からお年寄りまで全員が無理な

く取り組めるようにする必要がある。

そこで、実際私が小学生の頃に参加していた

地域の子ども会における取り組みをみてみよ

う。子ども会は月に１回、古紙回収リサイクル

日を地域の方にも案内し、規定の月２回の回収

日以外にもリサイクルしてもらうよう呼びかけ

ている。また、年に２回、公園掃除のリサイク

ル日を地域の方にも案内し、規定の月２回の回

収日以外にもリサイクルしてもらうよう呼びか

けている。また、年に２回、公園掃除を実施し

た時に、自宅にある古紙や古着を持ち寄る活動

も行っている。更に、子どもの参加者は地域の

方にご協力を頂くために、回収日を明記した年

間カレンダーのお手紙を各家庭のポストに入れ

て配るお手伝いもしている。

これらの取り組みに影響を受けた自治会も自

治会主体で、古紙・古着リサイクル回収の呼び

かけを月に１度の頻度で始めた。この結果、私

たちの地域では、通常回収が月に２回子ども会

回収が１回、自治会回収が１回と合計４回、つ

まり毎週古紙・布リサイクルが可能になった。

１週間分の新聞や雑誌であれば軽く幼稚園児で

もお手伝いができ、お年寄りも苦労なくゴミス

テーションへ運べる。

私の住む地域の良い点は２つある。１つ目は

子ども会や自治会を通してリサイクルができる

こと２つ目はお年寄や小さな子どもも取り組み

やすいことだ。

地域の枠組みの中で子どもの頃からリサイク

ルに取り組む良い文化が生まれていく。そして、

幼い時からこのような活動に参加することによ

り、リサイクルへの考え方が習慣化され、リサ

イクルへの意識や関心が高まる。それが将来地

球の環境に対して思いやりのあるやさしい生活

を送る大人になることにつながっていくのだ。 

日本再生資源事業協同組合連合会 会長賞

ひろがれリサイクルの輪 小林聖心女子学院中学校 1 年　山縣 志帆
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段ボールリサイクル協議会 会長賞

いざっ！ うまれかわりに
しっかりわけてね 紙リサイクル

札幌市立真栄小学校 2 年　サムソノー 織美愛
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日本では、古紙は製紙原料として古くから利用されてきました。記録によれば、奈良時代
に使用済みの紙をリサイクルして使用していたと言われています。

1970 年の国民一人当たりの紙・板紙消費量は 121.2kg でしたが、高度経済成長を経て大
量生産・大量消費社会が進むにしたがってその消費量も増加し、2000 年には国民一人当た
りの紙・板紙消費量は 250.1kg に達しました。このような紙・板紙の需要の伸びに合わせて、
戦後まもなく廃品回収業者による古紙回収が行われるようになりました。その後、紙・板紙
製品別の原料利用に合わせて新聞・段ボール・雑誌などに分別して古紙が回収されるように
なりました。

1980 年代に入ると、環境保護と資源リサイクルに対する意識が高まり全国的な古紙回収
システムの整備を後押ししました。また、全国の自治体がごみの減量という観点から資源回
収に着手し始めたのもこの頃です。この背景には焼却に伴うダイオキシン問題や埋立処分場
の延命などがあります。2000 年頃から古紙回収量が消費量を上回り古紙余剰問題が発生し
ましたが、紙の消費量が急速に伸びてきた中国を中心にアジア諸国への古紙輸出が増加し始
め、現在も古紙回収量と古紙利用量の差異を輸出に充てています。

紙リサイクルは日本の文化の一つとして定着し、古紙は紙・板紙の原料として必需品となっ
ています。昨今のデジタル化や少子高齢化などの社会構造の変化により、紙の消費量が減少
傾向にある中で、長年にわたって培われてきた紙リサイクルの文化を将来につないでいく必
要があります。

古紙の回収量・消費量・輸入量・輸出量の推移
　紙リサイクルの歴史

古紙の世界
数字でわかる！
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古紙利用率 66.0％古紙回収率 81.1％

1974年
センター設立

古紙回収率41.3%
古紙利用率 36.2%

2000年
循環型社会形
成推進基本法

2000年度
古紙利用率目標
56% 達成

1994年度
古紙利用率目標
55% 未達

2005年度
古紙利用率目標
60% 達成

2010年度
古紙利用率目標
62% 達成

2020年度
古紙利用率目標
65% 達成

2025年度
古紙利用率目標
65%

2015年度
古紙利用率目標
64% 達成

2000 年に①廃棄物等の発生抑制、②資源の循環的な利用、③適正に処分される事によっ
て天然資源の消費を抑制し環境への負荷低減される循環型社会の実現を目指すものとして、

「循環型社会形成推進基本法」が制定されました。また、同年「容器包装リサイクル法」（1995
年制定）が施行され、翌年には「再生資源の利用の促進に関する法律」が見直された「資源
有効利用促進法」（1991 年制定）が施行されました。

法律制定後、自治体は資源回収をより一層拡大し、1970 年の古紙回収率は 38.6％でした
が、2021 年には 81.1％に達し、古紙利用率は製紙原料の 66％を占めるまでになりました。
この古紙回収率・利用率の増加は自治体の排出ルールに従って、家庭で古紙の種類ごとに分
別する一人ひとりの行動によって支えられています。

しかし、全ての古紙が紙リサイクルで生まれ変わっているわけではありません。古紙回収
率が 80％を超えても、可燃ごみの中にはまだ製紙原料として利用可能な紙類が含まれてい
ます。これらの紙を「雑がみ」として回収していくことで、古紙回収率・利用率をより向上
させることができます。しかし、雑がみの特徴として異物の混入が多いことが挙げられます。
リサイクルできない異物を取り除くことが、操業トラブル
や不良品発生を防ぐ効果的な手段となります。古紙をリサ
イクルする上で異物除去が必要であることや分別の重要性
を家庭に周知し、理解してもらうことが重要です。

古紙の回収率・利用率の推移
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古紙再生促進センターは 1974 年の創立来、国民のリサイクルに対する意識の高さや、紙リサイクルに関
わる全ての皆様のご支援の下、紙ゴミ問題、古紙余剰・不足の需給問題等々、時代ごとの懸案に対して真摯
に向き合い、解決に向けた様々な取り組みを実施してきました。

一方、人口構造の変化やデジタル化に加えて、コロナ禍により紙板紙の需要構造の変化が加速化する中、
国際的な資源循環の枠組みも変化し、我が国の紙リサイクルは大きな転換期の渦中にあります。このような
状況下、2024 年に創立半世紀の節目を控える当センターは、次の時代を見据えた中長期的な課題整理に向
けた検討も段階的に始めてまいります。

紙リサイクルは次の半世紀に向けて何をすべきなのか、何を目指すべきなのか、まずは 2022 年より、紙
リサイクルへの影響が予想される今後の「社会動向・メガトレンド」をキーワードとしたオンライン・オー
プンセミナーシリーズを開催し、多くの方々と将来像を共有、それぞれの立場で将来の紙リサイクルの課題
を考えることができるようなきっかけづくりを目指してまいります。

紙リサイクルの社会課題と未来が見える
「オンラインセミナーシリーズ2022開催」

2022 年 3 月14 日

「人口減少・成熟社会のデザイン」

広
ひ ろ

井
い

良
よ し

典
の り

 氏
京都大学こころの未来研究センター
教授

配信開始

セミナータイトル

講　師

2022 年 4 月15 日

「リサイクルの国際化と古紙」

小
こ

島
じ ま

道
み ち

一
か ず

 氏
アジア経済研究所新領域研究センター
上席主任調査研究員

配信開始

セミナータイトル

講　師

Beyond　2024・中長期的課題整理に向けて

第1回 オンラインセミナー 第2回 オンラインセミナー

• 「メガトレンド」をキーワードとした「オンラインセミナーシリーズ」開催予定
• 各地区を始め、ステークホルダーとの個別意見交換
• 紙リサイクル中長期的課題の洗い出し、共通ビジョンのたたき台づくり
• 関連調査研究事業による課題整理、ビジョンづくりの補強

• 「紙リサイクル」をキーワードとした「オンラインセミナーシリーズ」開催
• 紙リサイクル中長期的課題、共通ビジョンのブラッシュアップ
• 各地区はじめ、ステークホルダーとの個別意見交換
• 有識者を交えた意見交換会、総仕上げ

• センター創立50年、中長期的課題
• ビジョン情報発信・全国的なシンポジウム
• 継続的な意見交換を目指した、ステークホルダーとのパネル設置

2022年

2023年

2024年

2024 年・創立 50 周年に向けた古紙再生促進センターの取組イメージ

フェーズ 1

フェーズ 2

フェーズ 3
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月 日 会　議　名 主　要　議　題

１

月

20 日
（木）

近畿地区委員会
（Web 会議
 システム併用）

❶古紙の需給・市況動向について
❷検収委員会報告
❸その他
　・今後の近畿地区委員会等の開催予定

25 日
（火）

静岡地区委員会
（Web 会議
 システム併用）

❶古紙の需給・市況動向、品質状況について
❷紙リサイクル出前授業の実施報告及び今後の計画について
❸集団回収実施団体への感謝状贈呈について
❹令和４年度事業計画について
　○広報事業（案）
　　・雑がみ回収用袋製作（4 月）
　　・静岡県工業技術研究所フェア参加（8 月 5 日（金））
　　・富士山紙フェア出展（2 月）
　○地区事業（案）
　　・委員情報・意見交換会（5 月 21 日（土））
　　・講演会、委員懇話会（8 月 23 日（火））
　　・委員研修会（10 月 20 日（木）～ 22 日（土））
　　・委員懇話会（1 月 24 日（火））
❺その他
　・今後の静岡地区委員会等の開催予定

中・四国地区委員会
（Web 会議
 システム併用）

❶古紙の需給・市況動向について
❷古紙の品質トラブル報告
❸広島地区における紙リサイクル啓蒙活動について地元放送局で紹介され、

他地区でも参考にする予定

26 日
（水）

関東地区委員会
（Web 会議
 システム併用）

❶古紙需給動向（古紙問屋）
❷古紙及び製品需給動向（製紙会社）
❸古紙品質トラブル報告
❹段ボール、新聞、雑誌の 2021 年 10 月～ 12 月消費実績、2022 年 1 月

～ 6 月消費計画
❺中長期的・持続可能な紙リサイクルに向けた課題整理
❻（進捗報告）来年度（2022 年度）以降の輸出委員会運営・賛助会費に
　ついて
❼その他
　○尿素水「AdBlue（アドブルー）」について
　○集団回収感謝状贈呈式について
　○全国小中学生 “ 紙リサイクル ” コンテスト 2021
　　・応募結果について：3,274 点（過去最多）

　・一次審査会（1月7日（金）実施）、最終審査会（1月28日（金））を行い、
　　　受賞作品を決定
　○紙リサイクル出前授業　2 月 9 日（水）柏市立増尾西小学校
　○今後の関東地区委員会等の開催予定

令和3年度 センター日誌 1 ～ 2 月分（2 月分）
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月 日 会　議　名 主　要　議　題

１

月

27 日
（木）

1 月度常任理事会 ❶通常理事会の開催日時及び議案について
❷コロナ禍における集団回収実施団体への感謝状の贈呈に係る運用について
　（2022 年版）
❸「全国小中学生 “ 紙リサイクル ” コンテスト 2021」の応募結果について
　＊当初、令和 4 年 3 月 5 日（土）に予定していた表彰式はコロナ禍の
　　状況を鑑み中止に決定
❹ “ 紙リサイクル ” コンテスト 2021　学校特別賞・学校奨励賞について
❺ LCA（ライフ・サイクル・アセスメント）への取組
❻経理規程の改正について（案）
❼令和 3 年度第 8 回業務委員会議事次第について
❽その他
　・今後のスケジュールについて

第 8 回業務委員会
（Web 会議
 システム併用）

❶各地区の古紙需給・市況動向について
❷ 2022 年 1 月～ 6 月の段ボール・新聞・雑誌の消費計画について
❸「全国小中学生 “ 紙リサイクル ” コンテスト 2021」の応募結果について
❹その他
　・今後の業務委員会等の開催予定

２

月

10 日
（木）

九州地区委員会
（Web 会議
 システム併用）

❶古紙の需給・市況動向について
❷古紙の品質について
❸「全国小中学生 “ 紙リサイクル ” コンテスト 2021」の応募結果について
❹北九州市小学生対象紙リサイクルバスツアー中止報告
❺令和 3 年度研修会中止の報告
❻海外関連トピックスについて
❼第 2 回国際海上コンテナ輸送の需給逼迫問題に関する情報共有化傍聴報告
❽令和 4 年度九州地区行事予定（案）
❾令和 4 年度集団回収実施団体への感謝状贈呈について

15 日
（火）

北海道地区委員会
（Web 会議
 システム併用）

❶中長期的・持続可能な紙リサイクルに向けた課題整理
❷（進捗報告）（2022 年度）以降の輸出委員会運営・賛助会費について
❸古紙共販集計表について
❹古紙需給動向について
❺古紙消費実績と計画対比表について
❻令和 4 年 1 月～ 6 月における古紙消費計画について
❼北海道商組の古紙仕入・出荷・在庫量調査表について
❽古紙消費量、在庫量推移グラフ
❾情報交換
❿その他
　・令和 4 年度組合古紙共販事業について
　・その他
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月 日 会　議　名 主　要　議　題

２

月

18 日
（金）

財務委員会 ❶令和 4 年度事業計画（案）について
❷令和 4 年度収支予算（案）について
❸特定費用準備資金取扱規則制定の件
❹その他

中部地区委員会
東海分会

（Web 会議
 システム併用）

❶古紙の需給・市況動向について
❷令和 4 年度集団回収実施団体への感謝状贈呈について
❸紙リサイクル出前授業副読本について
❹古紙品質調査の件
❺その他
　・今後の地区委員会等の開催予定

25 日
（金）

関東地区委員会
（Web 会議
 システム併用）

❶古紙需給動向（古紙問屋）
❷古紙及び製品需給動向（製紙会社）
❸古紙品質トラブル報告
❹全国小中学生 “ 紙リサイクル ” コンテスト 2021
　・審査結果について
　・当初 3 月５日（土）に予定していた表彰式、懇親会は中止
❺その他
　○ 2022 年度からの輸出委員会・賛助会費について
　○今後の関東地区委員会等の開催予定

近畿地区委員会
（Web 会議
 システム併用）

❶古紙の需給・市況動向について
❷検収委員会報告
❸その他
　・今後の近畿地区委員会等の開催予定

28 日
（月）

2 月度常任理事会 ❶令和 4 年度事業計画（案）について
❷令和 4 年度収支予算（案）について
❸令和 4 年度の収支予算における賛助会費の公益目的事業への充当について
　（案）
❹特定費用準備資金取扱規則の制定について
❺「全国小中学生 “ 紙リサイクル ” コンテスト 2021」の審査結果について
❻「プラスチック資源循環促進法」に対する製紙業界の対応について
❼令和 3 年度第 9 回業務委員会議事次第について
❽その他
　・今後のスケジュールについて

第 9 回業務委員会
（Web 会議
 システム併用）

❶各地区の古紙需給・市況動向について
❷コロナ禍における集団回収実施団体への感謝状の贈呈に係る運用について
　（2022 年版）
❸「全国小中学生 “ 紙リサイクル ” コンテスト 2021」の審査結果について
❹ LCA（ライフ・サイクル・アセスメント）への取組
❺その他
　・古紙再生促進センター 50 周年記念ロゴマークについて
　・今後の業務委員会等の開催予定
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中 　 部 450-0002 名古屋市中村区名駅3丁目25番9号　
堀内ビル7階 052（582）1836 052（581）6943

近 　 畿 541-0052
大阪市中央区安土町1丁目7番13号　
トヤマビル7階　
日本製紙連合会関西支部内

06（6262）6315 06（6262）6316

中・ 四 国 799-0492 四国中央市三島紙屋町2番60号　
大王製紙（株）内 0896（23）9124 0896（23）4411

九 　 州 812-0011 福岡市博多区博多駅前4丁目13番27号　
グランドハイツ博多314号 092（292）5381 092（292）5382

この印刷物は、印刷用の紙へリサイクルできます。

リサイクル適性

本号は初めてとなる会報の大幅なデザインのリニューアルを行いました。少子高齢化やデジタル化など

の社会構造の変化に伴い、紙リサイクルが大転換期にある中で、センターの事業内容や広報活動をより

わかりやすく皆様にお伝えしていきます。

さて、本号では平成 21 年度にスタートし、今回で 13 回目の開催となる全国小中学生 “ 紙リサイクル ”

コンテスト 2021 の審査結果について掲載しました。今年度の応募点数は過去最大の 3,274 点（応募校：

220 校）となりました。受賞作品のうち、文部科学大臣賞・金賞・特別金賞に輝いた 9 作品を掲載して

います。どの作品も紙リサイクルへの強いメッセージを込めた作品となっていますのでぜひご覧ください。

来年度も応募点数・応募校数の更なる増加に努めて参りますので、お力添えいただけますよう関係者

の皆様にお願い申し上げます。 （武田）
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